
【 東 京 サ ロン の ご 案 内 】                  NO34  

拝啓  薫風のみぎり 、 ますますご清祥のこ と とお慶び申し上げます 。平素は東京サロ

ンにおきまして格別のご高配を賜り 、厚 く御礼申し上げます 。  

さて 、来る ５月１ ２日 （ 月 ） に開催いたします東京サロンを 、下記のとおりご案内申

し上げます 。午後１時３ ０分開演の予定でございますので 、 ご多用の折とは存じます

が、何とぞご出席賜り ますよ うお願い申し上げます 。  

―――――――――――――――― 

日  時 ： ２ ０ ２ ５年 ５月１ ２日 （ 月 ）  

開  演 ： 午後１時３ ０分 

場  所 ： 【 東京サロン 】  会場  蒲田の 「 消費者生活セン ター ２階 」  

テーマ ： 「 病と学び 」  

―――――――――――――――― 

本回のテーマは 「 病と学び 」 でございます 。東京サロンは 、 なんと平均年齢７ ８歳の

皆様が多 く参加される場ですが、 ご自身やご友人の体験談、読まれた 「 病 」 克服の

「 本 」 等をも とに 、下記のよ う な観点で ５～ １ ０分程度お話しいただければ幸いで

す 。  

1. その病気とど う向き合われたか 

2. どのよ うに克服されたか 

3. その病から何を学ばれたか 

4. 「 病 」 とは何か 

5. そもそも長生き したいですか   

6. 貝原益軒の 「 養生訓 」 に学ぶ 

7. 「 安楽死 」 の法制化への是非論 

8. シルバーバーチにと って 、 「 病 」 とは 。  



重いテーマにもな りがちですが、明る く 元気に 、希望を見出しながら語り合うひと と

きにした く存じます 。 なお 、 「 シルバーバーチなら病をど う捉えるか 」 も 、私 、現在

思考中であります 。  

今回の 『 病 』 は 、皆さんがご関心をお持ちいただけるテーマかと存じます 

長年のご友誼を賜り 、主宰と しても大変心強 く感じております 。 ご多忙のこ と と存じ

ますが 、 ご出席ならびにご発表のご検討を何卒よろ し く お願い申し上げます 。  

まずは略儀ながら書中をもちましてご案内とお願いまで申し上げます 。  

敬具 

  

２ ０ ２ ５年５月 7 日 

東京サロン  黄輝光一 

 

 

 


